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論 文 内 容 要 旨
個体 の維 持お よび 種 の保存 を 目的 に した動 物 の社会行 動 に は、 種 々の感 覚器 官(視 覚,聴 覚,味 覚 。

嗅 覚お よび 触覚 な ど)に よ る同種 あ るいは 異種間 の情報 伝達 が重 要 な役 割 を果 た して い る。 その一 つ

で あ る嗅覚 に関 す る研 究 は主 と して昆 虫に ついて進 め られ、1959年 にブ テナ ソ トらによ って初 め

て性 誘 引物質 が単 離、 同定 され、 フェ ロモ ン とい う呼称 を与 え る ことが提唱 され 鳶。 そ力 以後、 次 々

と新 しい フェ ロモ ンが 発見 された が、 哺 乳動物 で もげ っ歯類 では 多 くの 研究成 果 が得 られ てい る。

畜産 の分 野 で は この種 の研究 は比 較的 少 な く、主 と してメ ン羊 の性行 動 につ いて観察 が行 われ て き

た。 しか し、 最近雄 豚 の にお いに性 フ ェロ モ ン作 用 が見 いだ され、 にお い成分 が単 離、 同 定 され た こ

とか ら、家 畜 で も性 フェ ロモ ンの存在 に つい ての検 討 が迫 られ るよ うに な った。

この よ うな 背景か ら、 太硯 究 は繁殖季 節 中 に特 有 の刺激臭(以 下、特 異 臭 と略す)を 発 散 す るこ と

で知 られ てい る雄 ヤ ギを 材料 とし、 この にお いの 繁殖 学的役 割 および化 学 的性状 を 明 らか に しよ うと

した。 本論 文 は5章 よ りな り、実験 成績 は特 異臭 発現 につ いて の観察 と性 行動 に おけ る役割 、特 異臭

の発現 機構 、 および 特異 臭 の化学的 性状 につ いて 、 それぞれ 第2,第3お よ び第4章 に記述 し、第5

章 で総 括 した。

1特 異 臭 の 発 現 と 性 フ ェ ロ モ ン 様 作 用 に つ い て

ザ ーネ ン種お よび 日本 在来 種(以 下 、在来 種 と略す)の 成 熟 、未成 熟 、お よび去 勢個体 を 用 い、

2年 間 を通 じて特異 臭 の出現 に つい て観察 した。 その結 果、 成 熟雄 ヤ ギの特異臭 の 出現 に 季節的 変

動 が認 め られ た(Fig■ 一1-1)。 また、 特 異臭 の出現 開始 時期 は、 雌 の発 情周 期 の開始 時期 と

ほぼ 一致 し、 さ らに 繁殖季 節 の最盛 期 に相 当す る10月 に最 高値 を示 した。 未成 熟 および去 勢 個体

で は特 異臭 は認 め られ なか った。

次 に性行 動 にお け る役割 を検 索 す るため、 繁殖季節 中に成熟雄 ヤ ギを 洗髪 剤 で処理 し、発 情雌 ヤ

ギの雄 に対 す る反応 を観 察 した。 その結果 、処理 前 は発情雌 は強 い興味 を示 したに もかか わ らず 、

処理後 は興 味 を失 った(TableH-2-1)。

以上 の こ とか ら、特 異臭 の発現 は繁 殖機 能 と密 接 に関連 して お り、性 行動 にお いて発 情雌 を引 き

つけ る、 リリー サー フェ ロモ ン様 の作 用 を有す ることが示 され た。

2特 異 臭 の 発 現 機 構 に つ い て

特異臭 の発 現 と 内分 泌 との 関係 を見 るた めに、 非繁殖 季節 中に性腺 刺激 ホルモ ン(特 にHCG)

とア ン ドロジ ェソ(特 にテ ス トステ ロ ソ)を 注射 して その影 響 を し らべ た。 その結果 、両 ホ ルモ ン

の投与 に よって精 液性 状、 性欲 は いず れ も繁殖季節 様の性 状 に変 わ った
。 しか し、特 異臭 につ いて

はHCGに よ って 繁殖 季節様 の出現 を示 したが、 テス トステ ロンに よって はほ とん ど出現 しなか っ
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た。 表勢 個体 で は両 ホル モ ン とも効 果 が認 め られ なか った(Table皿 一1-1,1-2)。

次 に、特 異臭 の分 泌腺 で あ る皮 脂腺 につ いて組 織 学的 に検 索 した結 果、 皮 脂腺 は頸 部で最 も発 達

して お り、 繁殖 季節 に増大 す る ことが明 らか にな った(Table皿 一2-2)。 皮 脂腺 は両 ホルモ

ン投 与に よ って増大 した。

以 上か ら、特 異臭 の出現 は下 垂体 一精 巣 系に よ って支 配 され、 繁殖 季節 中に よ り増 大す る頸 部の

皮脂 腺 よ り主 として分 泌 され る ことが示 唆 され た。

3特 異 臭 の 化 学 的 性 状 に つ い て

繁殖 季節 中 に、特 異臭 の付着 した毛 を採取 し、Folchの 方 法 によ り クロロ ホルム ーメ タ ノール

(2:1,v/v)で 抽 出 した。 その結 果 、特 異臭 は総脂 質 画分 に集 まった。 さらに分 画 を行 った

結 果、 特 異臭 はカ ル ボン酸 画分 に集 まっ た。 メ チル エ ステル化 し、 ガ ス クロマ トグ ラ フィー、赤外

線 吸収 スペ ク トル、核 磁気 共鳴 スペ ク トル、 お よび ガ ス クロマ トグラ フ ィー一 質 量分 析計で 分析 し

へ
た結 果 、特 異 臭成分 と して4番 目に エ ナル基を 有す る分枝 脂 肪酸 が単離、 同定 された(Fig.W-1)

続 い て、 有機合 成 に よ り確 認 した結果 、天 然物 と一 致 し、4-ethyl-octanoicacidの に

お いが最 も特 異臭 に類似 して いた。 太 物 質に対 す る生物 学的検 定 の結果、 発情 雌 が興味 を示 す こ と

が わ か った。

以 上 の実験 結果 か ら、雄 ヤギの特 異臭 は下 垂体 一精巣 系 の支 配下 で 繁殖季節 中に強 く出現 し、 主

として頸 部皮 脂腺 か らに おい物 質 と して 、4-ethylfattyacidsを 分 泌 し、 発情雌 を誘 引

し得 る こ とが 明 らか に され た。
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審 査 結 果 の 要 旨

最 近,雄 豚 のに おい に 性 フエ ロ モ ン作用 が 見 い だされ た こ とや,反 す う動物 の 性行 動 に関 す る観 察

か ら,家 畜 の繁 殖 に おい て もに お いの役 割 が注 目され る よ うにな った ・本 研究 は,繁 殖 季節 中 の 雄ヤ

ギ に強 く発 現 す る ことが 知 られ て い る特 異 臭 に つい て,発 現 機 構 お よび異 性 に対 す る誘 引作 用 の 有無

を検 索 す る と ともに,に おい成分 の化学 的 性 状 を明 らか に す るため に 行わ れ た。

ザ ー ネ ン種 お よび 在来 種 の成熟 雄 ヤギ につ い て2年 間 の観 察 を行 った結果,特 異 臭 の季 節的 消長 に

は 品種差 お よび個体 差 が 見 られ る こ と,春 機発 動 期前 の若 齢個体 や去勢 個体 では 特 異 臭 が出現 しない

こ とを明 らか に した 。 ま た,特 異 臭の消 失 した非 繁 殖 季 節 の ザ ーネ ン種 雄 ヤ ギ に 間質 細 胞 刺激 ホ ル

モ ン作 用 を 有す るHCG(ヒ ト絨 毛 性 性 腺 刺激 ホル モ ン)を 注 射す る と繁 殖季 節 に 見 られ る よ うな

強 い特異 臭 が 出現 す る が 。精 巣 ホ ル モ ンで あ る テス トス テ ロン注射 では ほ とん ど効果 が現 れ な い こ と

お よ び去 勢個 体 に は両 ホ ルモ ン と も効 果 が ない こ とを認 め た 。 これ に よ って,特 異 臭 の発 現 に は下 垂

体一 精 巣 系 が関係 して い るが,テ ス トス テ ロンが特異 臭 の生成 に 関与 して い る可能 性 は少 ない ことを

明 らか に した 。 次に 。特異 臭 が強 く感知 され る頸部 お よび他 の部 位 の皮 膚 を生体 よ り採取 し,組 織 検

査 を行 った結 果,頸 部 は他 の部 位 よ り,雄 は 雌 よ り,ま た繁 殖季 節 中は 非 繁殖 季 節 中 よ り皮脂 腺 が発

達 してい る こ とを 明 らか に した。 さ らに非繁 殖 季節 中 にHGGお よび テス トス テ ロ ンを 注射 した結 果,

皮 脂腺 の発達 に は両 ホル モ ン とも有 効作 用 が認 め られた こ とか ら,テ ス トス テ ロンは特異 臭 の貯留,

発 散 に関 係 してい る可能 性 を 提示 した 。性 フエ ロモ ン作用 の有無 を 検 索す るた め に,繁 殖 季節 中,雄

ヤギ に対 す る雌 ヤ ギの 性 行動 を 観察 した結 果.発 情 雌 ヤギ は積極 的 に 雄 ヤギに接 近 す るが ・洗髪 剤処

理 に よ って特 異臭 を消失 させ た ものには 関心 を失 う こ とを認 め 、特 異 臭 には異 性 を 誘引 す る作 用 が あ

る こ とを明 らか に した 。特 異 臭 の化 学的 性 状 につ い て は,繁 殖 季 節 中.雄 ヤギ頸 部 の毛 を材料 と して

しらべた結 果,特 異 臭 はFolchの 方法 で抽 出 され,さ らに カル ボ ン酸画分 に 集 ま るこ とを見 い だ し

た 。次 いで,こ れ を メチル エ ス テル 化 し,ガ ス クロマ トグラ フイ ー,赤 外 線吸収 スペ ク トル 。核 磁 気

共 鳴 スペ ク トル,ガ ス クロマ トグ ラフ イ ー,質 量 分 析計 で 分 析 した結 果,特 異 臭 成分 と して4一 エ チ

ル脂肪 酸 を分離,同 定 した 。本 物 質 は有機 合成 に よ って も確 認 され た が,特 に4-ethyl-octanoic

acidの に お いは 特異 臭 に類 似 し,発 情 雌 ヤギ が 興味 を示 す こ と も明 らか に した 。

以上,本 論 文 は 雄 ヤギ 特異 臭 の生物 学的 お よび化 学 的 性状 につ い て新知 見を 提供 す る もので あ り ・

審 査員 一・同.著 者 は 農学 博 士 の学 位 を得 る資 格 を有 す る と判定 した 。
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